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プロジェクト概要 
人材不足が迫る福祉・介護などの実世界の現場において、多様な高難易

度の物理作業で人間をサポートし、さらに自らの身体から生まれる情動を

持って人間と実世界でのコミュニケーションを行う、汎用型ヒューマノイ

ド AIREC (AI-driven Robot for Embrace and Care)を開発します。具体

的には、(1)End-to-End AI との統合を考慮した高出力ヒューマノイドロボ

ット身体の革新、(2)深層予測学習やロボット基盤モデルによる多様な物

理作業の実現などの AI とロボットの相互革新に挑戦し、以下のような人

とのインタラクションを含む物理的支援タスクを実現します。 

 

 

 

 

 

 

家事作業支援       ベッド-車いす間移乗支援 

２０３０年までのマイルストーン 
2030 年に、スマートロボットによるおむつ交換作業（体位変換、清拭、

着脱など介護・看護における基本動作をすべて包含する代表的なケア動作

であり、現場における支援需要が極めて高い作業）を実現します。 

 

 

 

 

 

 

 

スマートロボットによるベッド上での介護支援 

研究開発体制（2026 年 9 月時点） 
以下のような３つの項目による研究開発体制を構築し、研究開発を推進

します。研究開発項目１「スマートロボットの身体と制御システムの構築」

では、主としてロボットのハードウェアや制御技術の研究開発を、研究開

発項目２「スマートロボットの知能システムの構築」では、ロボットの知

能である AI に関する研究開発を、研究開発項目３「スマートロボットの

福祉・医療への展開技術の構築」では、ロボットの福祉・介護現場での技

術実装や評価を実施します。 

研究開発項目２
スマートロボットの
知能システムの構築

PM 尾形哲也 早稲田大学／産総研

研究開発課題
・スマートロボットによる環境との柔軟なインタラ
クションの実現
・複数のスマートロボットを使いこなすロボット基
盤モデル構築
・スマートロボットの知能に関する数理的アプロー
チ
・支援型ヒューマノイドロボットのための全身接触
型インタラクションに関する研究開発
・仮想空間を活用した模倣学習と強化学習の統合に
関する研究開発
・スマートロボットの身体表象に基づくインタラク
ション時の感情予測モデルの研究開発

水落麻理子 日立製作所

山下祐一 国立精神・神経医療研究センター

Sethu Vijayakumar 
The University of Edinburgh

花井 亮 産業技術総合研究所

明和政子 京都大学

研究開発項目１
スマートロボットの身体と
制御システムの構築

菅野重樹 早稲田大学

研究開発課題
・人よりもハイパワーな作業が可能
なロボットシステムの構築
・人間との接触を伴う作業が可能な
ロボット
システムの構築

Sub PM 亀﨑允啓 東京大学/早稲田大学

研究開発項目３
スマートロボットの福祉・医療への

展開技術の構築

村垣善浩 神戸大学

研究開発課題
・福祉・医療現場に導入可能な、多様な
人体・生体に柔軟に対応するロボットシ
ステムの構築
・スマートロボットの福祉・医療現場展
開のためのシステム構築と現場検証
・福祉・医療現場に導入するロボット知
能の開発とスマートロボット用ソフト
ウェア基盤の構築
・スマートロボットの介護分野応用等に
関するELSI課題の検討

Sub PM 小林英津子 東京大学

大原賢一 名城大学

高橋利枝 早稲田大学

技術連携
フィードバック

フィードバック

現場展開

・力触覚系モデルのス
ケール化・AIの理解
・人との物理的接触を伴
う対話インタラクション
・継続学習と異種身体
への適応
・実時間での学習

AIの革新

・人と接触可能な柔ら
かい身体構造と全身制御
・ハイパワーな流体アクチュ
エータロボット

ロボットの革新

社会実装とELSI

・複合的接触作業を行う支
援システム
・スマートロボットの先端技術
の現場実装
・スマートロボットの臨床評価と
社会受容性評価
・人間の尊厳, 人権, 自律性, 
信頼, 関係性等の観点から
のELSI（倫理・法・社会的
課題）検討

社会調査連携

ケンブリッジ大学スタンフォード大学

技術開発連携

アランチューリング・
インスチチュート

産業技術
総合研究所


